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件 名 名 栗 中 学 校 の 廃 止 及 び 名 栗 中 学 校 生 徒 の 原 市 場 中 学 校 へ の 編 入 に つ い て

名栗中学校では、令和４年には全校生徒が１０人を下回り、令和５年には５人（女

子生徒は全校で１人のみ）となるなど、望ましい教育環境の確保が難しく、学校運営

の限界を超える状況となっています。このことを本市の喫緊の課題ととらえ、また、

令和３年度からの中学校における新学習指導要領の完全実施に備え、昨年度、庁内横

断的に「小規模校の在り方に関する検討委員会」を設置し、名栗中学校の在り方につ

いて、協議、検討を重ねてまいりました。

昨年８月以降、名栗小・中学校の保護者の皆様や名栗支部の自治会長の皆様と、名

栗小・中学校の児童・生徒数の今後の推移等を踏まえ、名栗小・中学校の今後の在り

方について懇談するための懇談会等を開催し、様々な立場の皆様から意見をいただい

てまいりました。

これらの意見を踏まえ、本年４月３０日、庁議において名栗中学校の在り方の方針

を定め、５月２６日、市議会全員協議会に報告するとともに、名栗地区自治会長、名

栗幼稚園、小学校、中学校の保護者及び地域の皆様に対し説明会等を開催し、様々な

意見、要望をいただきました。また、保護者個別相談会を開催し、生徒及び保護者の

不安の解消に努めるとともに、編入先となる原市場中学校の生徒、保護者、原市場地

区自治会長の皆様にもご説明し、原市場中学校への編入に対し、ご理解をいただきま

した。

説明会等を通じ、名栗中学校の在り方の方針どおり進めることについてご了解をい

ただいたことから、当該方針に基づき、令和２年度をもって名栗中学校を廃止し、令

和３年４月から原市場中学校に編入することとし、市議会９月定例会において飯能市

立学校設置条例の一部を改正する条例（案）及び補正予算（案）を提出します。
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名栗中学校の在り方の方針

① 名栗中学校は令和２年度をもって廃止し、名栗中学校の生徒は令和３年度より原市場中

学校に編入すること。

② バスによる生徒の通学手段を確保すること。

③ 生徒の環境変化に対するきめ細やかな学習面、学校生活及び心のケアを行うこと。

④ 名栗幼稚園、名栗小学校、原市場小学校、原市場中学校の連携体制を確立すること。

⑤ 原市場中学校生徒を名栗地区と原市場地区の交流の担い手の一員と位置付け、両地区の

地域間交流を推進すること。

４



１ 飯能市立学校設置条例の一部改正

(1) 改正事項 第２条で定める学校の名称及び位置において、名栗中学校の項を

削除する。

(2) 施 行 日 令和３年４月１日

２ 補正予算（案）の提出

名栗中学校の廃止及び原市場中学校への編入に向け、準備を進めるための予算を

確保するため、補正予算（案）を９月定例会に提出します。

(1) 補正予算規模 ９,２８４千円

３ 名栗中学校の歴史

昭和２２年４月１日 名栗村立名栗中学校が開校

平成１７年１月１日 飯能市と名栗村の合併により飯能市立名栗中学校となる

担当者 学校教育課長
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